
【地域農業気象災害対策協議会】（役割）迅速な情報発信・防除の徹底

カメムシ防除作戦

(推進体制)
カメムシの防除対策を検討するため、農政部内で構成する『カメムシ防除対策プロジェクトチーム』

を設置するとともに、地域における対策の実施や農業者等への周知を図るため、関係機関・団体で構成
する『カメムシ防除対策会議』を設置し、発生予測から防除までの総合的な対策を一体的に取り組む。

(対象品目) 水稲、果樹(ナシ、リンゴ)、大豆

【栃木県農業気象災害対策協議会】
(役 割) 地域対策協議会との情報共有及び農業者、JA、市町等へ情報発信

連 携
【セミナー】
農業者、JA、市町等への啓発
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地域防除協議会

＜推進体制のイメージ＞

【カメムシ防除対策会議】

① 構 成
栃木県農業協同組合中央会、全国農業協同
組合連合会栃木県本部、栃木県食糧集荷協
同組合、栃木県農業共済組合、(公社)栃木
県米麦改良協会、(一社)とちぎ農産物マー
ケティング協会、県

② 検討内容
○ 広域防除の実施
○ 農業者や市町などへの周知
・広報誌やラジオの活用
○ 情報の収集・共有

など

【カメムシ防除対策プロジェクトチーム】

① 構 成
農政課、経済流通課、経営技術課、生産振
興課、畜産振興課、農業総合研究センター

② 検討内容
○ 効果的な防除対策
・ 薬剤や防除時期及び回数の検討
・ 無人ヘリやドローンによる広域防除
○ 情報発信
・ HPやチラシなどによる発生予測情報の
発信

○ カメムシの発生予測
・ 生態解明、発生量調査

など


